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▲西区自主防災会による訓練（6／14）

◆家族の集合場所や連絡方法
家族が離れ離れになったときの連絡方法や集

合場所を、決めておきましょう。

◆避難所や避難ルートの確認
自宅から避難所までのルートを、確認しまし

ょう。

◆非常持出品の準備と確認
常備薬も、忘れずに携帯しましょう。

◆家族で役割分担

さあ夏休み　プール 霞撃牒〔期間中は休まずオープン〕

◆期間・時間　　7月21日（火）～　8月31日（月）10時～18時

◆利用料金　　大　人　200円　　　小　人（中学生以下）100円

※60歳以上の方、身体障かい者手帳・療育手帳をお持ちの方は無料

★スイミングキャップが必要です。　★乳児はプールパンツを着用。　※スイミング教室は3ページに掲載。

【間】スポーツセンター　℡22－8622／教育委員会生涯学習課　℡22－1122
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波
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日　時　8月5日（水）9時集合出発【雨天決行】

行き先　ピースおおさか（大阪国際平和センター）・

海遊館

対　象　忠岡町内在住の方（小学生以下は保護者同伴）
・昨年参加された方は今回申し込みできません。

・1グループ6名までです。

参加費　大人1人2，000円　中学生以下は無料

☆昼食は各自でお願いします。

申　込　7月13日（月）17時30分までに、役場5階人

権広報課に申込。（電話申込不可）

定　員　30名（定員を超えた場合7月15日（水）17時

30分からふれあいホールにて抽選会を開催）

【間】人権広報課

平和の思いをカタチに

光の箱づくり

姥にあ逸ると、ああっ不忠議・・・・・・

亡色に痛くよす　苓こきな箱もつくろう．〝

対　象（D東忠岡小学校区の小学生

②忠岡小学校区の小学生

（1・2年生は保護者同伴）

※以下①は東小校区／②は忠小校区

日　時　7月24日（金）

①10時～11時30分　②13時30分～15時

場　所（D児童館　工作室

②文化会館　3階講習室

定　員（D②各15人（申込順・定員になり次第締切）

申　込　7月5日（日）から電話申込み
・役場人権広報課　℡22－1122

・文化会舘（水～日）℡33－1151

・児童館（水～日）℡22－8602

※各個人の作品とあわせて役場庁舎に平和オブジェ

として展示する作品をみんなでつくります。

【間】人権広報課

共催：人権協会・国際交流協会（人権広報課）
文化会館・児童館

★チリモンクオツテンク
小さな海の生物たちを探そう／

夏の自由研究にもパッチリ．〝

日　時　7月29日（水）13時30分～15時30分

場　所　3階講習室　　定　員　24名（申込順）

対　象　町内在住の小学生（1・2年生は保護者同伴）

参加費　100円

講　師　きしわだ自然友の会

共　催　忠岡町児童館・忠岡町生活環境課・大阪

湾環境保全協議会

申込み　7／1（水）～22（水）に参加費を添えて、

文化会館事務所へ

義教堂＿－＝＿＿＿≡≡ 

〔対　象〕町内在住の小学生 

締切後のキャンセル・欠席の返金不可 

【間】文化会館　℡33－1151 

★ごと専クツヰフグ
日　時　8月7日（金）10時～13時

対　象　町内在住の小学生（1～3年生は保護者同伴）

場　所　3階料理室　　定　員16名（申込順）

参加費　500円（材料代等）

講　師　泉大津市・高石市フリー活動栄養士会

内　容　手作りピザ、コーンレタススープ、ミニ

パフェ

申込み　7／1（水）～31（金）に参加費を添えて、

文化会館事務所へ（託児あります）

■■■■●■■tt●■■■■■■■■●t■■■■●■■■■■●●t■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

「英語で学ぶ」楽しさを見つけよう．〝

English Day

参加者募集〃
【メニュー】

雷小学低中学年（1～3年生）

8／1（土）・2（日）10：30～16：30

『小学中高学年（4～6年生）

8／8（土）・9（日）10：30～16：30

■中学生　8／1（土）・2（日）・8（土）・9（日）

13：30～17：00

【会　場】　シビックセンターほか

※申込書は学校を通じて全児童・生徒に配布

しています。

※お申し込みは7月8日（水）までに学校学

級担当へ申込書を提出してください。

【間】学校教育課
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責仙み子と毛の教室

【間】スポーツセンターフロント

℡22－8622

水～日曜日12時～18時

【申込先】

〒595－0805　忠岡町忠岡東1－34－1

忠岡町スポーツセンター

『水泳教室』松原あて

励行モ
元素にウオー手ング

水に親しむことを目的とし、成長に合わせて無理なく練習します。

◆対　象　忠岡町立小学校在学中の小学1～3年生（低学年）、4～6年

生（高学年）（平成14年4月2日～平成20年4月1日生まれ）

◆参加料　2，500円（参加申込時に納入）

高学年ク　ラ　ス ��ﾉ�B�時　間　な　ど 

①クラス　7／27（月）～31陰） �8����苦手な泳ぎを克服しよう 【配分】受付8：30体操8：45 休憩9：30終了10：00 

②クラス　8／3（月）～7除） �8����

③クラス　8／17（月）～21（金 �8����

低学年ク　ラ　ス ��ﾉ�B�時　間　な　ど 

④クラス　7／27（月）～31陰） �3��水に親しみ、成長にあわせて 無理なく練習 【配分】受付9：30体操9：45 休憩10：30終了11：00 

⑤クラス　8／3（月）～7陰） �8����

⑥クラス　8／17（月）～21陰） �8����

◆申込方法　往復はがきに、①第一希望、第二希望クラス②住所③

氏名④性別・生年月日・年齢⑤保護著名⑥小学校名・学年⑦

電話番号（田中連絡可能な番号）を記入の上、左記申込先に送付

チビモたをの

男顔モ溢れ乙…

【間】忠岡町児童館　℡22－8602

水～日曜日　9時～17時

【申込先】

〒595－0805忠岡町忠岡東1－34－1

忠岡町児童館『夏休みの教室』係
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（電話受付不可）

申込締切　7月10日（金）の消印有効

（申込多数の場合は7／11仕）10時に抽選）

※往復はがきは1枚で1名です。募集状

況についてはお答えできません。受講

経験者は「級」を記入。

◆水着等について…指定はありませんのでお

手持ちのものを使用してください。な

お、スイムキャップは必ず着用をお願

いします。また、キャップにはよく見

える位置に名前を記入してください。

パソコン教室 ��ｳ9?･"�司〕 ���R�Bコ ��ﾈ5��

★開催日　①7／17（金）②7／24（金）③7／31（金）
Aコース　①13：00～14：15　②・③9：00～10：15

Bコース　①14：20～15：35　②・③10：20～11：35

定　員　各コース10名　　　　教材費　600円

紙ねんと工作教室 ��ｳ)?･"�司〕 佻����Xﾍ�8,ﾉYB�

★開催日　8／9（田）・8／23（日）

①午前の部10：00～11：30　　②午後の部13：30～15：00

定　員　各コース15名　　　　教材垂　300円

◆教室の申込方法

往復はがきに、①希望教室・コース名②住所③氏名④性別・生年

月日⑤保護著名⑥小学校名・学年⑦電話番号（日中連絡可能な
番号）を記入の上、左記申込先に送付（電話受付不可）

申込締切　7月15日（水）児童館必着（申込多数の場合は抽選）

※往復はがきは1枚で1名です。
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関西国際空港情報
★今夏、関西囲際空港からの

国際線のフライトがますます充実J

韓国方面について、ティーウェイ航空が7月1日

挑）より、関西＝大部緑を週2便増便し、既存便とあ

わせて週7便のデイリー運航となります。次に中国

方面については、まず深セン航空が7月1日休）より

関西＝北京線を週7便で就航。グループ会社である

中国国際航空の関西＝北京線と組み合わせてこ▲利用

いただくことも可能で、北京への渡航がますます便

利になります。また、中国国際航空も7月1日より

関西＝杭州線を週3便で就航します。

さらに、東南アジア方面について、中長距離路線

の格安航空会社（LCC）のスクートカリ月8日挑）か

ら関西＝バンコク＝シンガポール緑を、翌9日休）よ

り関西＝高雄＝シンカ■ポール線をそれぞれ週3便で

新規就航、フィリピン航空が7月18日出より関西＝

セブ線を週3便増便し、既存便とあわせて週7便の

デイリー運航となります。

（忠岡東1）
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▲和田町長はじめ泉州9市4町の首長が参

加したオープニングセレモニーの様子

も　っ　と　知　り　た　い　正　木　美　術　館

教えて！ 学芸員さん

A　　正木美術館は、忠岡町に住んでいた正木

が戦後一代で集めた美術品を保存し、公開する

ために造られました。昭和43年のことです。

美術館ができるまでは、集めたものを知り合
いの人や研究者に見せたりしていたのですが、

そういった特別な人のためだけではなく、もっ

と広く誰にでもみせることができればと思って

美術館をつくりました。

展示している作品はいつでも皆様に見ていた

だきたいのですが、日本の絵や彫刻は、西洋の

公人闇蒜美ボ蒜ナ蒜

入館料100円引

（5）　No．585　2015．7．1

有効期限：2015年度の展覧会
1枚につき5名様まで割引

先日来館してくれた忠岡小学校3年生からたくさん

の質問をもらいました。

中には子どもならではの視点で本質をついたもの

もあり、大人にとってもなるほど！と思う内容です。

「正木美術館は良く分からない」という方必見！

●　●′l＿一、■　●l　＿

すごいで 実際に自分で書いてみるとな
かなかうまくいきません。

水墨画はおおまかに言うと、墨の黒色一色で人
票を描くものです。

いのですが。
絶対に墨一色ということ

皆さんもよく見ると思いますし、僕も好きなも
のに漫画があります。漫画も水墨画のように黒色
一色で、いろんな色や形を表します。黒一色です

が、そこでは色の濃い薄いグラデーションで立体

感や色を表現するのです。
それに色がついてないからこそ、皆さんの想像

で色を付けること
は墨一色だけれど

ます。水墨画を見るとき
の濃い薄いから、いろん

なことを想像するのも面白い見方です。

Q　正木びじゅつかんを作ったりものを
あつめた、えらい人の、子どもの子
どもはなんさいなんです力

A　正木美術館をつくった正木孝之は忠岡町に住んで
いました。その手どもの子ども、つまり孫は今の

長の正木久彦といいます。館長は、若く見えま
が60才です。なんと還暦です！

休日和」展　開催中～7月5日まで

〔開館時間〕10：00～16：30※入館は16時迄

一般：500円／高・大生：400円／小・中生：300円
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あ
た
り
、
町

内
に
お
住
ま
い
の
み
な
さ
ま
の

「
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
、
定
住

・
移
住
に
関
す
る
意
向
」
や
町
内

の
事
業
者
の
み
な
さ
ま
の
　
「
雇
用

等
に
関
す
る
意
向
」
な
ど
を
把
握

す
る
た
め
、
意
識
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
調
査
票
が
届
い
た
方
は
、

調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
者
　
・
町
内
在
住
の
1
5

歳
以
上
の
方
2
0
0
0
人

・
町
内
の
事
業
者
4
0
社

（
い
ず
れ
も
無
作
為
抽
出
）

■
回
答
方
法
　
ご
回
答
い
た
だ
い

た
調
査
票
は
、
同
封
の
返
信

用
封
筒
に
入
れ
て
投
函
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
際
切
手
は

不
要
で
す
。
な
お
、
住
民
意

識
調
査
に
つ
い
て
は
、
住
所
、

氏
名
を
お
書
き
に
な
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
業
者

意
識
調
査
に
つ
い
て
は
、
事

業
所
名
・
記
入
者
・
連
絡
先
の

記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

■
回
答
期
限
　
同
封
の
返
信
用
封

筒
で
、
7
月
1
0
日
　
（
金
）
　
ま

で
に
ご
投
函
く
だ
さ
い

【
間
】
秘
書
政
策
課

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

キ
リ
ト
リ



国
民
年
金
　
【
保
険
課
】

▼
平
成
2
7
年
度
国
民
年
金
保
険
料

の
免
除
申
請
の
受
付
が
7
月
1

日
よ
り
始
ま
り
ま
す

○
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
納
付

が
困
難
な
と
き
に
利
用
で
き
る

制
度
で
す
。

申
請
は
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯

主
の
前
年
度
所
得
を
審
査
し
て
、

全
額
免
除
ま
た
は
一
部
免
除
　
（
一

部
納
付
）
　
に
な
り
ま
す
。
免
除
期

間
が
あ
れ
ば
、
年
金
額
は
減
額
さ

れ
ま
す
が
、
受
給
資
格
期
間
　
（
一

部
納
付
は
納
付
し
な
い
と
未
納
扱

い
）
　
に
は
反
映
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
期
間
の
保
険
料
は

1
0
年
以
内
で
あ
れ
ば
遡
っ
て
納
め

る
こ
と
　
（
追
納
）
　
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
免
除
の
承
認
を
受
け
た

期
間
の
翌
年
度
か
ら
3
年
を
経
過

し
て
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の

保
険
料
額
に
一
定
の
加
算
金
が
上

乗
せ
さ
れ
ま
す
。

前
年
度
に
継
続
免
除
の
希
望
を

し
て
全
額
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予

の
承
認
を
受
け
て
い
る
方
は
、
申

請
は
不
要
で
す
。

※
前
年
度
が
未
申
告
の
方
に
つ
い

て
は
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
承
認
通
知
は
日
本
年
金

機
構
か
ら
約
2
ケ
月
後
に
送
付
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
転
入
さ
れ
た

方
や
未
申
告
等
は
、
通
常
よ
り
遅

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
平
成
2
7
年
度
障
害
基
礎
年
金
現

況
届
及
び
所
得
状
況
届
の
提
出

に
つ
い
て

2
0
歳
前
障
害
に
よ
る
障
害
基
礎

年
金
、
福
祉
年
金
か
ら
切
り
替
わ

っ
た
障
害
基
礎
年
金
、
特
別
障
害

給
付
金
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎

年
7
月
が
提
出
月
と
な
り
ま
す
。

生
存
や
所
在
の
確
認
を
し
て
、

一
定
の
所
得
額
が
あ
る
方
は
、
年

金
の
支
給
の
一
部
ま
た
は
全
額
が

支
給
停
止
に
な
る
の
で
所
得
状
況

を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

引
き
続
き
年
金
の
受
給
が
で
き

る
か
を
確
認
す
る
の
で
、
必
ず
期

限
日
ま
で
に
保
険
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

☆
住
基
コ
ー
ド
を
登
録
し
て
い
る

方
は
、
所
得
状
況
届
の
み

☆
平
成
2
7
年
1
月
2
日
以
降
に
忠

岡
町
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
前

住
所
地
の
平
成
2
6
年
度
分
の
所

得
に
関
す
る
証
明
書
が
必
要

☆
障
害
状
態
の
確
認
が
必
要
な
方

は
、
診
断
書
が
一
体
と
な
っ
た

所
得
状
況
届
が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
医
師
の
診
断
を
受
け
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

★
現
況
届
及
び
所
得
状
況
届
が
、

未
提
出
や
遅
れ
た
と
き
は
年
金

の
一
時
差
し
止
め
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
間
】
保
険
課
℡
2
2
・
1
1
2
2

保

　

険

　

　

【

保

険

課

】

《
国
民
健
康
保
険
》

▼
平
成
2
7
年
度
国
民
健
康
保
険
料

が
決
定
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
料
（
本
算
定
）

納
付
通
知
書
等
を
7
月
中
旬
に
発

送
し
ま
す
。

▼
以
下
の
各
証
の
有
効
期
限
が
平

成
2
7
年
7
月
3
1
日
と
な
っ
て
お

り
、
切
り
替
え
時
期
で
す
。
申

請
が
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
申
請
が
必
要
で
な
い
も
の

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

（
新
証
）
　
は
、
7
月
3
1
日
ま
で
に

届
く
よ
う
に
発
送
し
ま
す
の
で
お

待
ち
く
だ
さ
い
。

◎
申
請
が
必
要
な
も
の
　
（
役
場
保

険
課
窓
口
で
手
続
き
）

①
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
等

※
引
き
続
き
ご
入
院
さ
れ
て
い
る

方
、
ま
た
、
平
成
2
4
年
4
月
か

ら
高
額
な
外
来
診
療
に
つ
い
て

も
、
同
様
の
取
扱
い
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
新
規
及
び
継
続
さ

れ
る
方
も
8
月
中
に
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
限
度
額
は
所
得
区
分
に
応
じ
て

適
用
す
る
た
め
、
必
ず
前
年
中

の
所
得
の
申
告
を
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
所
得
区
分

が
変
わ
る
こ
と
に
よ
り
認
定
証

を
発
効
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
国
民
健
康
保
険
特
定
疾
病
療
養

受
療
証

※
前
年
の
所
得
区
分
に
よ
り
自
己

負
担
限
度
額
が
変
わ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

《
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
》

▼
平
成
2
7
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た

保
険
料
額
決
定
通
知
書
・
納
入

通
知
書
等
を
7
月
中
旬
に
発
送
し

ます。
▼
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

が
変
わ
り
ま
す

平
成
2
7
年
8
月
か
ら
　
「
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」
が
《
橙

色
》
　
に
変
わ
り
ま
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
7
月

下
旬
ま
で
に
役
場
保
険
課
か
ら
発

送
し
ま
す
。
有
効
期
限
は
平
成
2
8

年
7
月
3
1
日
ま
で
の
一
年
間
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
お

持
ち
の
被
保
険
者
証
《
水
色
》
　
の

有
効
期
限
は
平
成
2
7
年
7
月
3
1
日

ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
後

は
ご
使
用
に
な
れ
ま
せ
ん
の
で
お

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
新
し
い
被
保
険
者
証

《
橙
色
》
　
は
お
手
元
に
届
い
た
と

き
か
ら
ご
使
用
い
た
だ
け
ま
す
の

で
旧
被
保
険
者
証
《
水
色
》
　
は
保

険
課
窓
口
へ
お
返
し
い
た
だ
く
か

ご
自
身
で
の
破
棄
を
お
願
い
し
ま

す。▼
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用

・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

平
成
2
7
年
度
か
ら
、
平
成
2
6
年

度
に
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、

平
成
2
7
年
度
も
対
象
と
な
る
方
に

は
、
7
月
中
に
新
し
い
認
定
証
を

役
場
保
険
課
か
ら
発
送
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
交
付
を
受
け
て
い
な
か

っ
た
方
で
交
付
を
希
望
す
る
場
合

は
保
険
課
窓
口
で
手
続
き
が
必
要

です。
※
限
度
額
は
所
得
区
分
に
応
じ
て

適
用
す
る
た
め
、
必
ず
前
年
中

の
所
得
の
申
告
を
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
所
得
区
分

が
変
わ
る
こ
と
に
よ
り
認
定
証

を
発
効
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
老
人
医
療
制
度
》

▼
老
人
医
療
　
（
一
部
負
担
金
相
当

額
等
一
部
助
成
）
　
医
療
証

医
療
証
の
色
が
黄
色
か
ら
水
色

に
変
わ
り
ま
す
。
対
象
者
の
方
に

は
、
通
知
文
を
7
月
中
旬
頃
発
送

し
ま
す
の
で
役
場
の
窓
口
で
申
請

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
㈲
圃
間
口
日
日
〕

▼
「
貸
菜
園
」
随
時
募
集

第
3
貸
菜
園
　
1
区
画

（
忠
岡
東
2
丁
目
地
内
）

第
4
貸
菜
園
　
4
区
画

（
馬
瀬
2
丁
目
地
内
）

第
5
貸
菜
園
　
1
区
画

（
馬
瀬
2
丁
目
地
内
）

第
6
貸
菜
園
　
1
区
画

（
忠
岡
東
2
丁
目
地
内
）

◆
対
　
象
　
家
族
内
（
同
一
世
帯

内
）
　
で
他
の
本
町
貸
菜
園
を

）6（1750250
UM
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http：／／www．pref．osaka．jp／joseisodan／

（7）　No．585　2015．7．1

使
用
し
て
い
な
い
方
。

◆
申
込
受
付
　
随
時
　
9
時
～
1
7

時
3
0
分
　
役
場
4
階
産

業
振
興
課
（
先
着
順
）

◆
使
用
期
間平

成
2
8
年
3
月
末
ま
で

◆
使
用
料
　
1
か
月
5
0
0
円
で

利
用
月
数
分
。

〔ご注意〕

①
役
場
4
階
産
業
振
興
課
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。
（
電
話
受
付

不可）

②
申
込
み
は
お
1
人
1
区
画
。

③
利
用
区
画
は
受
付
順
に
当
課
で

割
り
振
り
ま
す
。

【
問
】
産
業
振
興
課

状
況
に
応
じ
て
、
保
育
料
を
補
助

（
減
免
）
　
し
ま
す
。

詳
し
く
は
私
立
幼
稚
園
か
ら
の

案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔
鳳
閏
山
風
四
日
目
〕

幼
稚
園
【
子
育
て
支
援
課
】

▼
私
立
幼
稚
園
保
育
料
の

補
助
　
（
減
免
）
　
に
つ
い
て

私
立
幼
稚
園
児
の
い
る
ご
家
庭

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
所
得

忠
岡
町
民
生
委
員
・
児
童
委
員

協
議
会
会
長

千

田

　

薫

氏

▼
自
衛
官
募
集

《
パ
イ
ロ
ッ
ト
・

ハ
イ
テ
ク
技
術
に
挑
戦
》

★
航
空
学
生

・
応
募
資
格
…
日
本
国
籍
を
有
す

る
高
卒
（
見
込
含
）
～
2
1
歳
未
満

・
受
付
期
間
…
8
／
1
～
9
／
8

★
一
般
曹
候
補
生

・
応
募
資
格
…
日
本
国
籍
を
有
す

る
1
8
歳
以
上
2
7
歳
未
満

・
受
付
期
間
…
8
／
1
～
9
／
8

★
自
衛
官
候
補
生

・
応
募
資
格
…
1
8
歳
以
上

2
7
歳
未
満

・
受
付
期
間
…

〔
男
子
〕
　
年
間
を
通
じ
て
行

っ
て
お
り
ま
す

〔
女
子
〕
　
8
／
1
～
9
／
8

【
間
】
自
衛
隊
大
阪
地
区
協
力
本

部
　
岸
和
田
地
域
事
務
所

℡

0

7

2

・

4

2

6

・

0

9

0

2

▼
簿
記
教
室

・
日
時
及
び
会
場

納
期
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
料
第
4
期
分

介
護
保
険
料
第
4
期
分

固
定
資
産
税
第
2
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
1
期
分

納
期
限
は
7
月
3
1
日
で
す

9
／
2
㈱
・
4
働
・
7
㈲
・

9
㈱
・
1
1
倫
・
1
4
㈲

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

泉
大
津
納
税
協
会
2
階
会
議
室

・
受
講
料
　
4
0
0
0
円

（
教
材
費
を
含
む
）

〔
納
税
協
会
会
員
…
無
料
〕

・
申
込
条
件
　
個
人
事
業
者

（
事
業
専
従
者
を
含
む
）

・
定
　
員
　
3
0
名
（
先
着
順
）

・
申
込
期
間

7
／
2
1
㈲
～
8
／
2
1
働

・
申
込
先
　
公
益
社
団
法
人

泉
大
津
納
税
協
会

℡
2
1
・
6
2
6
2

▼
大
阪
府
立
南
大
阪
高
等
職
業
技

術
専
門
校
生
募
集

【
1
0
月
入
校
生
】

・
見
学
会
　
7
／
1
0
働
・
3
0
㈱
・

9
／
1
0
㈱
　
1
3
時
1
5
分
～

（
予
約
不
要
・
当
日
受
付
）

・
生
徒
募
集

受

付

期

間

　

7

／

8

～

8

／

6

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
願
書
受
付

※
1
8
歳
以
上
の
方
で
募
集
は
3
0
名

（
訓
練
は
1
年
間
）

【
間
】
大
阪
府
立
南
大
阪
高
等
職

業
技
術
専
門
校
（
和
泉
市
テ
ク

ノ
ス
テ
ー
ジ
2
の
3
の
5
）

℡
5
3
・
3
0
0
5

▼
里
親
地
域
相
談
会
を
開
催

日
　
時
　
7
月
2
6
日
　
（
日
）

1
0
時
～
1
2
時

場
　
所
　
東
岸
和
田
市
民
セ
ン
タ

ー
（
岸
和
田
市
土
生
町

4
丁
目
・
1
R
阪
和
線

東
岸
和
田
駅
前
）

「
第
3
次
忠
岡
町
陣
が
い
者
計

画
」
　
の
策
定
に
あ
た
り
、
公
募
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

公
募
人
数
　
2
名
（
委
員
は
2
0
名

以
内
、
有
識
者
や
降
が
い
福
祉

関
係
機
関
等
各
分
野
か
ら
の
選

任
委
員
と
公
募
委
員
で
構
成
）

対
　
象
　
忠
岡
町
在
住
の
満
2
0
歳

以
上
　
（
平
成
2
7
年
7
月
1
日
現

在
）
　
の
方
で
、
年
4
回
程
度
の

会
議
に
出
席
可
能
な
方
。
（
会
議

は
原
則
、
1
回
2
時
間
程
度
、

平
日
昼
間
に
開
催
し
ま
す
。
報

酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

応
　
募
　
降
が
い
福
祉
に
つ
い
て

の
考
え
や
応
募
動
機
を
2
0
0

字
程
度
で
ま
と
め
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
7
月
1
3
日
脚
ま
で
に
い

き
が
い
支
援
課
へ
。
（
必
着
）

応
募
方
法
　
持
参
、
郵
送
、
F
A

X
、
電
子
メ
ー
ル

宛

　

先

　

〒

5

9

5

－

0

8

0

5

忠
岡
町
忠
岡
東
1
丁
目
3
4
番
1

号
　
忠
岡
町
い
き
か
い
支
援
課

F
A
X
2
2
・
1
1
2
9

電
子
メ
ー
ル
　
t
a
d
a
O
k
a
j
i
n
k

e
n
⑥
t
O
W
n
・
t
a
d
a
O
k
a
．
j
p

◎
予
約
不
要
（
無
料
）

【
間
】
大
阪
府
岸
和
田
子
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
（
里
親
担
当
）

℡

0

7

2

・

4

4

5

・

3

9

7

7

（
平
日
9
時
～
1
7
時
4
5
分
）



モノづくり企業必見

2日闇で学へる『品胃管理』

基瓜依験ワークショップ開催／
モノづくり企業が、他社との競争を勝ち抜くために

は、現場が自律的に考え実行できる「現場力」の強化

が重要です。本ワークショップでは、製造現場の方に

品質管理の基本を体得していただけます。この機会に

ぜひ、ご参加ください。

【ここだポイント／】

●モノづくり現場での実践経験豊富な講師です

●新人の方でも、実際にどのように品質管理を進

めていくべきか理解いただけます

●会社に戻ってからもすぐに活かせるノウハウを

習得いただけます　過去に受講者された方から

は、営業・交渉などにも活用できる内容である

と高評価をいただいています。

●他社混在のグループ間で作業のため、様々なモ

ノづくり現場の情報も知ることができます

●通常1名2万円の受講料が必要ですが、今回は

大阪府補助金を活用し無料で受講いただけます

開催日時　7月22日㈹・28日（火）10：00～17：00

開催場所　大阪府立南大阪高等職業技術専門校

（和泉市テクノステージ2－3－5）

講　　師　中小企業診断士　顕谷　敏也氏

中小企業診断士　島田　尚往氏

定　　員15名（先着順）　　受講料　無　料

1日でわかる起業セミナ1
日曜日の午後に開催　女性のプチ起業も応援J

『安定した起業』と『資金調達』をサポート

忠岡町商工会では、忠岡町と連携して産業競争力強化法

の認定を受け、次のとおり起業セミナーを開催します。

【ここがポイントJ】

◆起業に必要な「勝てる販促のコツ」、「記帳・税務の

基本」、「人材採用と雇用管理の基本」、「創業時の融

資のコツ」など基本知識が学べます

◆（株）日本政策金融公庫の融資担当者から、直接創

業融資のポイントを聞くことができます

◆本セミナー受講後も、引き続き商工会でご相談を受

けられる方が株式会社を設立する場合に、登録免許

税が減免（15万円→7．5万円）

【こんな方にオススメですJ】

◆平日や土曜日では時間がとりづらい

◆融資のコツを知りたい　◆補助金などを活用したい

これから起業される方だけでなく、起業後5年以内の方

もご参加いただけます。この機会にぜひご参加ください。

個別での起業相談（無料）をご希望の場合も商工会に相

談希望日時などをご連絡ください。（事前のご予約で日時も

柔軟に対応します）

開催日時　7月19日（日）13：00～17：00

開催場所　忠岡町商工会舘　2階会議室

定　　員　30名（先着順）　　申込期限　7月15日㈹

受講料　無　料

主催忠岡町・忠岡町商工会／協力㈱日本政策金融公庫

★いずれもお申込み・お聞合せは、忠岡町商工会まで．　℡072漂 ��ﾃ38�ﾃ3#���ｸ8��ｸ8ｶ匁f��wF�F����F�(�Fｧ��

ゴキブリ駆除剤（ホウ酸ダンゴ）を配布

【配布開始日】

【場所】生活環境課（役場1階）
【対象】忠岡町在住の方

※一世帯に1袋までの配布です。

配布時に氏名と住所の記入を
お願いします。

※なくなり次第、配布終了します。

身近なところから地球温暖化防止

グリーンカーテンで節電を
忠岡町役場では、ゴーヤやひょうたんなどの
つる植物を育てカーテン状にするグリーン
カーテンを実施しています。グリーンカーテ
ンは、直射日光の熟を約80％カットし、室

内や家の周囲の温度を低くするなどの効果が
あります。みなさんもグリーンカーテンで節
電に取り組んでみませんか。

※忠岡町役場南面と西面でグリーンカーテンを

ゴーヤ　パッションフルーツ　きゅうり　千成ひょうたん

【クイズの答え】③13％
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【6／12・町長室】

国際ソロプチミスト大阪－いずみ様（上線裕

美代表）から、素敵な絵本20冊を寄贈していた

だき、図書館・幼稚園・保育所の蔵書とさせて

いただきました。

∴㌍・・
こどもたちを守りましょう！！ 

・．，．－？、′懲委譲－‘■て．．二r′

189番にかけると

お近くの児童相談所に

●

l

●

防
犯
設
備
の
整
っ
た
駐
車
場

へ。特
殊
詐
欺
に
注
意
〃

★
ひ
っ
た
く
り

・
「
ひ
っ
た
く
り
防
止
カ
バ
ー
」

を
活
用
し
ま
し
ょ
う
′

・
カ
バ
ン
を
車
道
と
反
対
側
に
持

ち
ま
し
ょ
ゝ
つ
ー
●

・
カ
バ
ン
を
持
っ
て
い
る
側
の
ス

ペ
ー
ス
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
′

★
車
上
ね
ら
い
・
部
品
ね
ら
い

・
車
内
を
か
ら
っ
ば
に
′

・
盗
難
防
止
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
′

・
防
犯
照
明
・
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど

★
特
殊
詐
欺
と
は
、
オ
レ
オ
レ
詐

欺
、
架
空
請
求
詐
欺
、
還
付
金

等
詐
欺
な
ど
を
い
い
ま
す
。

《
被
害
認
知
状
況
》

平
成
2
6
年
中
、
大
阪
府
下
で
は

7
9
0
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

・
特
に
架
空
請
求
詐
欺
が
増
加
′

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
郵
便
・
携

帯
電
話
等
を
利
用
し
て
不
特
定

多
数
の
者
に
対
し
、
未
払
い
料

金
が
あ
る
な
ど
と
架
空
の
事
実

を
口
実
と
し
た
料
金
を
請
求
し

て
、
現
金
を
預
金
口
座
に
振
り

込
ま
せ
た
り
、
レ
タ
ー
パ
ッ
ク

や
宅
配
便
等
で
現
金
を
送
付
さ

せ
る
な
ど
の
手
口
に
よ
る
詐
欺

です。

【
間
】
泉
大
津
警
察
署

℡
2
3
・
1
2
3
4

家
庭
で
心
が
け

こ
ど
も
た
ち
に
伝
え
ま
し
ょ
う

5
つ
の
約
束

ま
も
ろ
う
ね
！

①
一
人
で
遊
び
ま
せ
ん

②
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て
行
き
ま

せ
ん

③
つ
れ
て
行
か
れ
そ
う
に
な
っ
た

ら
大
声
を
だ
し
て
た
す
け
を
も

と
め
、
「
こ
ど
も
1
1
0
番
の

家
」
　
へ
に
げ
こ
み
ま
す

④
だ
れ
と
ど
こ
で
遊
ぶ
か
、
い
つ

帰
る
か
を
家
の
人
に
言
っ
て
か

ら
出
か
け
ま
す

⑤
お
友
だ
ち
が
つ
れ
て
行
か
れ
そ

う
に
な
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
大
人

の
人
に
知
ら
せ
ま
す

※
こ
ど
も
た
ち
が
登
下
校
や
遊
び
で

外
出
す
る
際
に
は
、
防
犯
ブ
ザ
ー

や
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
持
た
せ
、
し
っ

か
り
と
活
用
す
る
よ
う
に
教
え
ま

し
ょ
う
。

忠
岡
町
・
忠
岡
町
教
育
委
員
会

子
と
も
た
ち
や子

育
て
に
悩
む

保
護
者
の
S
O
S
の
声
を

い
ち
は
や
く
キ
ャ
ッ
チ
′

平
成
2
7
年
7
月
1
日
㈱
か
ら
、

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

が
3
桁
の
番
号
に
な
り
ま
す
。

6
月
1
9
日
、
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
府
警
本
部
生
活
安
全

指
導
班
及
び
泉
大
津
警
察
署
に
よ

る
「
防
犯
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

映
画
や
劇
を
通
じ
て
、
楽
し
み
な

が
ら
危
険
か
ら
身
を
守
る
方
法
に

つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た
。



あなたの入団を
鮎酬お待ちしています

消防団は、本業を持ちながら、地域の安

全と安心を守るために活躍されています。

また、地域防災力の強化を図るために消

防団員の入団を促進しています。

【問】忠岡町消防本部総務課　℡32－0119
■

l■lll■■ll■■■暮■■■■■■■■l■l■■●t■■
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暇書藍疏

水を大切に

使いましょう！

☆子供や高齢者は特に注意が必要〃　子供は体温調節機能が
未発達のため熱中症になりやすく、高齢者は体温を下げる
ための体の反応が鈍くなり、自覚がない熱中症になる危険

があります。

☆熱中症に対する応急手当　涼しい場所へ移動し、衣服を緩
め安静に寝かせる。エアコンをつけ、扇風機・うちわなど

で風をあて身体を冷やす。

水
難
事
故
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
′

暑
さ
が
本
格
的
に
な
る
こ
れ
か

ら
の
季
節
は
、
海
水
浴
や
プ
ー

ル
、
川
遊
び
な
ど
を
楽
し
む
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。
同
時
に
溺
死

な
ど
の
水
に
よ
る
事
故
は
毎
年
の

よ
う
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
故
を
未
然
に
r
防

ぐ
た
め
に
次
の
こ
と
を
守
り
、
楽
、

し
く
安
全
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

・
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ

な
い

・
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
海
や
川
で

遊
ば
ず
、
必
ず
大
人
の
人
が
付

き
添
う

・
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
時
や
飲
酒

後
は
泳
が
な
い

・
天
候
が
悪
い
、
風
が
強
い
、
川

の
流
れ
が
違
い
な
ど
の
時
は
海

や
川
に
近
づ
か
な
い

・
釣
り
や
ボ
ー
ト
な
ど
の
レ
ジ
ャ

ー
を
楽
し
む
と
き
は
、
必
ず
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
す
る

※
も
し
、
事
故
が
起
き
て
し
ま
っ

た
場
合
に
は
、
付
近
の
人
に
助

け
を
求
め
直
ち
に
1
1
9
番
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
団
に
よ
る

馴肘掛計会こ：⊥：∵ニ

6
月
7
日
（
日
）
北
区
グ
ラ
ン
ド

に
お
い
て
、
本
町
消
防
団
に
よ
る

防
火
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
北
区
自
主
防
災
会
か

ら
多
数
が
参
加
し
、
水
消
火
器
に

よ
る
初
期
消
火
訓
練
、
模
擬
消
火

栓
訓
練
、
て
ん
ぷ
ら
油
火
災
消
火

訓
練
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

6
月
1
日
よ
り
、
自
転
車
の
運

転
者
に
も
信
号
無
視
等
の
危
険
な

ル
ー
ル
違
反
を
繰
り
返
す
と
、
自

転
車
運
転
者
講
習
の
受
講
が
義
務

づ
け
ら
れ
ま
す
。

（
1
4
歳
以
上
が
対
象
で
す
）

『
片
手
で
傘
を
さ
し
て
運
転
す
る

こ
と
は
違
反
に
な
り
ま
す
。

【
傘
ス
タ
ン
ド
を
使
用
し
た
運
転

は
違
反
に
な
る
場
合
が
あ
り
、

通
行
人
に
傘
が
接
触
し
危
害
を

及
ぼ
し
た
場
合
は
、
危
険
行
為

の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ます。

■
受
講
義
務
対
象
と
な
る

危
険
行
為

①
信
号
無
視

②
酒
酔
い
運
転

③
安
全
運
転
義
務
違
反

④
車
道
の
右
側
通
行
な
ど

⑤
路
側
帯
通
行
時
の
歩
行
者
通

行
妨
害

⑥
遮
断
踏
切
へ
の
侵
入

⑦
指
定
場
所
一
時
不
停
止

⑧
歩
道
で
の
歩
行
者
妨
害

⑨
ブ
レ
ー
キ
不
良
自
転
車
運
転

な
ど

【
間
】
泉
大
津
警
察
署

℡
2
3
・
1
2
3
4

大
阪
府
危
険
物
安
全
大
会

6
月
1
2
日
　
（
月
）
　
「
K
K
R

H
O
T
E
L
 
O
S
A
K
A
」
　
に

て
大
阪
府
危
険
物
安
全
大
会
が
開

催
さ
れ
、
本
町
防
火
協
力
会
会
員

の
川
本
産
業
㈱
が
大
阪
府
知
事
よ

り
感
謝
状
（
優
良
危
険
物
関
係
事

業
所
）
　
を
受
賞
、
東
邦
車
輪
サ
ー

ビ
ス
㈱
が
　
（
公
財
）
大
阪
府
危
険

物
安
全
協
会
よ
り
地
域
安
全
活
動

表
彰
（
優
良
危
険
物
事
業
所
）
　
を

受
賞
し
ま
し
た
。



」

亡上ごカ、く

諒諒うっJ妻
今後30年以内に70％の確率で発

生するといわれている「南海トラ

フ巨大地震」が起きると津波が発

生します。忠岡町には約94分後に

津波が到達します。

大きな揺れを感じたら、テレビ

等で情報を取得し、津波発生の情

報があれば、落ち着いて南海本線

より山側に避難してください。津

波から助かる方法は「逃げる」し

かありません。

llllIIIllIllllllIlllIlll－
棚

淵

御
甥

覇章

珊

畑
鑓恥

弧鮎

澤串

背の高い「食器棚」な

どには、必ず転倒防止

対策を実施しましょう

災害用伝言ダイヤル「171」の使い方
①「171」をダイヤル

②音声ガイドに従って「1」を押す

③自宅などの電話番号をプッシュ

④30秒間メッセージを録音できます

①「171」をダイヤル

②音声ガイドに従って「2」を押す

③自宅などの電話番号をプッシュ

④録音されたメッセージを聞けます

匪遍

★
忠
岡
町
災
害
時
避
難
行
動
要
支

援
者
支
援
プ
ラ
ン
と
は
？

大
規
模
災
害
発
生
時
に
自
力
で

避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
（
陣

が
い
者
、
介
護
利
用
者
、
ひ
と
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
等
）
　
を
、
地
域

の
力
で
避
難
さ
せ
る
事
を
目
的
と

し
、
事
前
に
支
援
さ
れ
る
人
と
支
l

援
す
る
人
を
決
め
て
お
く
制
度
。

支
援
者
　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

と
し
て
の
業
務

・
災
害
発
生
時
の
情
報
伝
達

・
災
害
発
生
時
の
安
否
確
認

・
災
害
発
生
時
の
避
難
行
動
支
援

お
住
ま
い
の
自
治
振
興
協
議
会

（
自
治
会
）
　
で
、
支
援
者
を
決
定

し
て
お
り
ま
す
。

本
制
度
に
支
援
者
　
（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
）
　
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
け

る
方
は
、
役
場
自
治
防
災
課
ま
た

は
自
治
振
興
協
議
会
　
（
自
治
会
）

に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

ご
家
庭
で

備
蓄
し
て
く
だ
さ
い

ひ
と
り
1
日
3
ゼ
の
水
が
必
要

で
す
。
食
糧
を
備
蓄
す
る
に
は
、

保
管
場
所
の
確
保
等
も
必
要
と
な

り
ま
す
。

備
蓄
を
目
的
に
食
料
を
購
入
す

る
の
で
は
な
く
、
普
段
、
食
料
と

し
て
使
用
す
る
量
を
少
し
多
め
に

購
入
す
る
こ
と
も
備
蓄
の
方
法
で

す
。
ご
家
庭
の
実
情
に
合
わ
せ
て

●
訓
練
の
趣
旨

東
日
本
大
震
災
の
際

に
は
、
地
震
発
生
時
の

判
断
と
行
動
が
生
死
を

大
き
く
分
け
ま
し
た
。

災
害
発
生
時
に
き
ち

ん
と
行
動
す
る
に
は
、

正
確
な
情
報
を
い
ち
早

く
知
る
こ
と
が
大
切
で

す。

こ
の
訓
練
で
は
、
携

帯
電
話
に
訓
練
情
報
を

送
信
し
ま
す
。
地
震
発

生
時
ど
の
よ
う
に
し
て

情
報
を
入
手
し
、
ど
の

●
訓
練
当
日

1
1
時
‥
地
震
発
生
！

1
1
時
3
分
頃
‥

大
津
波
警
報
発
表

〔
訓
練
用
の
エ
リ
ア
メ
ー
ル

／
緊
急
速
報
メ
ー
ル
が
携

帯
電
話
な
ど
　
（
対
応
機
種

の
み
）
　
に
届
き
ま
す
〕

※
ま
た
、
忠
岡
町
で
は
8
8
0
万

人
訓
練
で
の
メ
ー
ル
発
信
を
合
　
■

図
に
津
波
避
難
訓
練
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
詳
細
が
決
ま
り

し
だ
い
、
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
通
じ
ご
案
内
い
た
し
ま

す。

備
蓄
し
て
く
だ

さい。

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
考
え
・
行
動
す
る
き
っ

か
け
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
機
会
に
防
災
訓
練
へ
の
参
加
を

呼
び
か
け
、
災
害
時
の
初
動
の
大

切
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
実
施
日
時

平
成
2
7
年
9
月
4
日
　
（
金
）

日
時
開
始

転
倒
肺
止
器
目
一
ハ
に
か
か

る
真
用
を
肋
成
し
ま
す

器
具
の
費
用
2
、
0
0
0
円
と

取
付
費
用
を
町
が
助
成
。

〔
対
象
者
〕

・
満
6
5
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
3

以
上
の
高
齢
者
が
い
る
世
帯

・
満
6
5
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で

構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯

・
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
ま

た
は
療
育
手
帳
A
、
ま
た
は
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級

を
所
持
す
る
者
が
居
る
世
帯

※
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。

※
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
間
】
　
い
き
が
い
支
援
課

1750258M）（



日日＝■t日日日日日日1日日日日日日日日日1■■■■■■■■
■

≡　◆役場の各種相談◆　≡
■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■＝■■■■■t■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

【法律相談】7／22眺）13：30～　役場3階交流センター

★当日9時から電話受付（先着6名）

人権広報課　℡22－1122

【行政相談】電話受付　　　　　人権広報課　℡22－1122

【人権擁護委員による人権相談〔要予約〕】7／21（火）

★17日徐ほてに電話予約　　人権広報課　℡22－1122

※一般の人権相談は5階人権広報課で。9：00～17：30

【労働相談】①特設労働相談　7／16休）13：30～15：30

★予約不要　　　　　1階いさかい支援課横相談室へ

②就労相談（地域就労支援）月～金　9：00～17：30

★予約不要　役場4階産業振興課へ

【消費生活相談】火・金13：00～16：00（受付15：30ま

で）当日4階産業振興課へ

【問】産業振興課　℡22－1122

【進路相談】（奨学金相談）

（9月～金曜日10：00～16：00

学校教育課へ　℡22－1122

②士～日曜日10：00～16：00

児童舘事務所へ　℡22－8602

【女性電話相談】7／15挑）13：30～15：30

文化会館相談専用ダイヤル　℡33－2323

【児童相談】　　　　　　　　子育て支援課　℡22－1122

【老人介護支援センター】24時間対応の相談・助言

ピープル老人介護支援センターただおか（特別養護老

人ホームピープルハウス忠岡内）　　　　℡46－7200

総合福祉センター　　　℡22－0350
●なつかしの映画会　　7／7㈹13：30～

●パンパ一会　　　　　7／14㈹13：30～

〔受付7／6旧）～10倹）〕

●カラオケ会　　　　　　7／21㈹13：30～

〔受付7／14㈹のみ10時～15時〕

●わくわく健康体操　　7／23㈱13：30～

●編み物教室

☆民謡踊り教室
☆囲碁・将棋
☆大　正　琴

☆おかめひょっとこ

☆ハワイアンフラ

☆新　舞　踊

☆吹　き　矢

13：30～

13：30～

13：00′｝

3木　10：00～

10：30～

10：30～

13：30～

13：30～

東忠岡老人いこいの家　℡22－1567
カラオケ会　　　　　　7／10働13：30～

☆カラオケクラブ　　月～木　　13：00～

☆音楽クラブ　　　　　火　　　10：00～

☆健康体操クラブ　　　月　　　10：00～

高齢者の生きがいと健康づくり推進事業

編む物教室

葡萄型チャームづくり
日　時　7月28日（火）13時30分～

材料代　400円

対　象　忠岡在住で60歳以上の方

申込み　7月6日（月）～17日（金）

【問】社会福祉協議会（福祉センター）
℡31－1666／22－0350

栗古志漂欝富豪鯛

次
回
定
例
会
　
7
月
1
9
日
　
（
第
3
日
曜
日
）
午
後
1
時
半

（
於
　
忠
岡
町
文
化
会
館
）

8
月
号
題
　
『
怪
』
　
7
月
5
日
締
切

9
月
号
題
　
『
晴
』
　
8
月
5
日
締
切

※
一
人
五
句
ま
で
ハ
ガ
キ
か
封
書
・
F
A
X
で
左
記
へ
。

「
〒
五
九
五
－
〇
八
三
　
忠
岡
中
2
丁
目
1
6
－
2
0

「
忠
岡
川
柳
会
」
正
木
伸
明
宛
（
℡
・
F
A
X
3
3

（
締
切
厳
守
）

6
6
2
9
）

り
金
水
r
卜
t
火
金
月
金

●

　

　

　

●

　

　

l

水
月
第

休
み
た
い
上
げ
膳
据
膳
夢
の
夢

休
肝
日
わ
か
っ
ち
や
い
る
け
ど
や
め
ら
れ
な
い

疲
れ
た
と
本
音
で
言
え
る
相
愛
を

休
の
文
字
夢
が
ふ
く
ら
む
元
気
出
る

夏
休
み
従
兄
弟
従
姉
妹
の
集
ま
り
日

奇
声
あ
げ
休
み
時
間
は
楽
し
げ
に

若
い
時
仕
事
の
休
日
夢
で
し
た

休
み
明
け
遊
び
眼
の
抜
け
ぬ
ま
ま

子
は
早
い
親
は
長
い
と
夏
休
み

兄
夫
婦
休
耕
田
見
て
さ
び
し
そ
う

定
休
日
孫
の
子
守
の
開
園
日

お
休
み
と
テ
レ
ビ
に
言
っ
て
読
む
ひ
つ
じ

脳
味
噌
は
あ
ま
り
休
む
と
サ
ビ
て
く
る

子
沢
山
春
夏
秋
冬
休
み
な
し

紫
陽
花
に
囲
ま
れ
眠
る
ヒ
ー
ロ
ー
達
（
高
野
山
に
て
）

合
鍵
も
一
緒
に
休
む
定
休
日

連
休
で
財
布
の
紐
が
ゆ
る
く
な
り

ウ
サ
ギ
よ
り
カ
メ
で
い
く
よ
と
聞
き
流
す

休
み
○
都
合
つ
け
て
は
○
ば
か
り

休
暇
の
日
待
ち
に
待
っ
た
が
は
や
過
ぎ
ぬ

休
日
の
雨
音
や
さ
し
も
う
ひ
と
寝

有
給
で
休
ん
だ
頃
の
大
き
い
顔

山
原
　
満
子

美

　

　

　

滞

上
川
　
睦
男

三
嶋
　
桃
代

原
田
　
行
正

橋
本
　
洋
子

西
川
リ
ヨ
子

勝
又
栄
美
子

吉
川
　
栄
子

上
田
　
克
子

山
際
コ
ズ
エ

藤
田
志
津
恵

杉
谷
　
晶
三

※
今
は
嫌
煙
さ
れ
る
一
服
、
一
杯
と
共
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

○
休
肝
日
今
日
は
友
来
て
明
日
に
す
る
　
　
　
　
　
岡
川
　
　
衛

※
友
と
酒
酌
み
交
わ
し
話
が
は
ず
む
身
体
に
悪
い
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う

忠
岡
掴
都
会
（
凋
休
み
」
）

○
孫
帰
り
や
っ
と
ジ
ジ
バ
バ
休
み
と
れ

※
孫
や
息
子
夫
婦
に
も
「
お
も
て
な
し
」
　
の
心
、

〇
一
服
は
心
を
癒
す
処
方
箋

正
木
伸
明
選

（
○
印
は
推
薦
佳
句
）

桐
谷
　
英
樹

嬉
し
い
疲
れ
で
す
ね

池
田
　
勝
雄

）21（1750258M



忠
岡
町
句
会

里
見
輝
子
選

庭
に
出
る
度
草
を
引
く
手
と
な
り
ぬ
　
里
見
　
輝
子

雨
の
音
梅
雨
入
り
の
音
と
し
て
捉
ふ
　
赤
松
　
朝
子

草
刈
っ
て
野
仏
の
顔
見
え
て
来
し
　
　
竹
中
三
津
子

草
引
き
て
草
の
匂
ひ
の
中
に
を
り
　
　
藤
野
　
清
子

蛍
飛
ぶ
闇
の
奥
行
深
め
つ
つ

金
田
　
芳
子

腕
白
の
蜘
珠
を
恐
れ
る
弱
み
か
な
　
　
田
辺
千
鶴
子

罰
則
の
草
取
校
庭
這
ひ
ま
は
る
　
　
　
井
上
久
美
子

父
の
日
や
酌
む
子
も
妻
も
あ
り
し
幸
　
田
辺
紗
登
子

甘
藷
植
う
今
年
は
こ
れ
に
挑
戦
す
　
　
小
西
　
澄
子

花
南
天
露
地
を
流
る
る
三
味
の
音
　
　
松
島
　
信
雄

紫
陽
花
の
両
手
に
余
る
嵩
に
咲
く
　
　
清
座
　
晴
子

日
お
も
て
を
日
陰
を
歩
き
風
薫
る
　
　
花
野
　
昭
子

早
苗
饗
を
待
つ
女
房
の
お
酒
落
し
て
　
山
梨
　
量
子

手
際
よ
き
音
に
園
丁
草
刈
れ
り

横
井
恵
美
子

次
回
　
七
月
二
日
　
（
木
）
　
文
化
会
館
　
締
切
二
時

兼
題
　
爽
竹
桃
・
団
扇

賢

離

し

ハ

町

離

し

ハ

町

の

し

八

軒

の

忠
岡
短
歌
会
泳
阜
　
講
師
佐
沢
邦
子

手
術
後
の
リ
ハ
ビ
リ
嬉
し
足
上
げ
て
左
右
上
下
と
子
供
の

よ

う

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

福

井

恵

美

子

た
っ
ぷ
り
の
葉
物
サ
ラ
ダ
に
紫
の
キ
ャ
ベ
ツ
が
お
ど
る
ガ

ラ

ス

の

器

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

中

村

ハ

ル

ミ

「
人
愛
す
の
み
」
　
の
師
の
歌
妙
（
た
え
）
　
な
り
て
口
ず
さ

み

つ

つ

雨

上

り

を

行

く

　

　

　

　

　

　

　

宮

里

　

英

彦

久
々
に
会
う
人
ご
と
に
「
よ
か
っ
た
ね
」
と
声
か
け
ら
れ

て

勇

気

頂

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

原

田

　

和

子

洗
濯
物
袖
に
腕
を
ぐ
い
と
入
れ
表
に
返
し
て
女
の
孫
畳
む

横
田
　
雅
子

一
人
立
ち
出
来
た
る
様
に
誇
ら
し
く
一
本
包
み
の
バ
ナ
ナ

の

届

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

田

中

　

成

幸

テ
レ
ビ
に
て
白
内
障
の
治
療
法
手
術
の
様
子
吾
の
身
を
垂

ぬ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

金

　

　

寿

子

艶
や
け
く
花
々
の
咲
く
公
園
に
人
目
に
触
る
る
花
も
咲
き

い

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

矢

尾

　

武

四

両
晴
れ
の
万
代
公
園
た
ち
ま
ち
に
人
も
鳩
ら
も
散
策
は
じ

む

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

佐

沢

　

邦

子

（寸評）

★
「
手
術
後
の
」
　
の
歌
。
先
ず
は
手
術
の
成
功
を
共
に
お
喜
び
し
た
い
。

ご
様
子
を
察
す
る
に
現
在
リ
ハ
ビ
リ
中
と
思
わ
れ
る
。
確
り
と
リ
ハ

ビ
リ
を
な
さ
っ
て
又
、
う
た
の
会
で
お
会
い
致
し
ま
し
ょ
う
。

★
「
た
っ
ぷ
り
の
」
　
の
歌
。
新
鮮
な
葉
物
サ
ラ
ダ
の
上
に
あ
し
ら
わ
れ

た
紫
の
キ
ャ
ベ
ツ
が
一
際
目
立
っ
て
い
て
ガ
ラ
ス
の
器
と
の
調
和
も

す
ぼ
ら
し
く
梅
雨
の
季
節
に
清
々
し
い
余
情
を
た
だ
よ
わ
せ
て
い
る
。

★
「
人
愛
す
」
の
歌
。
「
い
づ
く
よ
り
釆
（
き
た
）
り
て
い
づ
く
へ
結
局
は

何
も
わ
か
ら
ず
人
愛
す
の
み
」
　
の
拙
作
に
共
感
し
て
下
さ
っ
て
良
い

一
首
が
生
ま
れ
た
。
雨
上
り
の
道
を
行
か
れ
る
作
者
の
姿
が
明
る
い
。

★
「
久
々
に
」
　
の
歌
。
病
よ
り
回
復
さ
れ
た
其
の
明
る
い
お
気
持
が
素

直
に
作
品
か
ら
伝
わ
る
。
「
勇
気
頂
く
」
　
に
感
謝
の
お
も
い
が
蓼
む
。

★
「
洗
濯
物
」
　
の
歌
。
親
御
の
様
子
を
見
て
子
は
育
つ
と
つ
く
づ
く
思

わ
せ
ら
れ
る
一
首
で
あ
る
。
「
腕
を
ぐ
っ
と
入
れ
」
が
と
て
も
面
白

く
実
感
を
伝
え
る
。

★
「
一
人
立
ち
」
　
の
歌
。
着
眼
点
の
お
も
し
ろ
い
作
品
。
最
近
は
一
人

暮
し
の
方
が
増
え
て
き
て
、
そ
の
こ
と
も
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

（
課
題
詠
）
　
　
「
天
」

天
災
に
失
う
命
の
悲
し
き
に
増
し
て
空
し
も
テ
ロ
に
よ
る

死

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

田

中

　

成

幸

お
さ
な
日
の
銭
湯
帰
り
に
手
を
つ
な
ぐ
母
と
仰
ぎ
し
満
天

の

星

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

原

田

　

和

子

満
天
の
星
を
仰
ぎ
て
逝
き
し
ひ
と
生
き
抜
く
人
に
思
い
馳

す

夜

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

中

村

ハ

ル

ミ

人
生
に
天
国
あ
れ
ば
地
獄
あ
り
我
も
た
が
わ
ず
そ
の
繰
返

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

矢

尾

　

武

四

短
歌
会
に
導
き
く
れ
し
富
子
さ
ま
ゆ
く
春
の
朝
天
に
召
さ

れ

ぬ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

横

田

　

雅

子

忠
岡
短
歌
会
ご
案
内
　
　
短
歌
は
何
方
で
も
作
れ
ま
す
。

ご
見
学
希
望
の
方
は
事
務
局
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

℡
〇
七
二
五
－
二
二
1
二
七
四
一
中
村
ハ
ル
ミ

歌
会
日
　
毎
月
第
二
日
曜
日
（
八
月
は
変
更
の
場
合
あ
り
）

会
　
場
　
忠
岡
町
文
化
会
館

750258M）31（



7月
日　月　火　水　木　金　土

5⑥⑦8　91011

12⑲⑭15161718

19⑳⑪22232425

26㊨㊥2930⑪

（○印は休館です）

■●

■

■

■●

『英語で学βi』ガ‘

パワーアップ／／
■

◆●

幼稚園・保育所において、各学期ごとに英語講師を

招いて、英語を使いながらコミュニケーションを図る

授業が本格スタートしました。（学期2回・年6回）

子どもたちは、言葉だけでなく体も使って、一生懸

命に思いを伝えていました。

紆魯水難認in習詣
と　き　8月7日（金）【雨天中止】

15：00～16：30

ところ　シビックセンター西側人口

（町民グラウンド側）

～当日、どなたでも参加できます～

●子どもたちによる発表会もあります。

【間】生活環境課

《一般書》

寺
院
消
滅

低
欲
望
社
会

オ
キ
ノ
タ
ユ
ウ
の
島
で

鵜
飼
　
秀
徳

大
前
　
研
一

長
谷
川
　
博

の
り
も
の
お
ぼ
け
ず
か
ん

斉

藤

　

　

洋

リ
ト
ル
・
パ
パ
　
　
パ
ッ
ト
・
ム
ー
ン

マ
ザ
ー
ラ
ン
ド
の
月

サ
リ
ー
・
ガ
ー
ド
ナ
ー

鉱
物
レ
シ
ピ
　
　
　
さ
と
う
か
よ
こ

唄

め

ぐ

り

　

　

　

　

　

石

田

　

　

千

闇
に
咲
く
　
　
　
　
　
あ
さ
の
あ
つ
こ

鬼

忘

島

　

　

　

　

　

　

　

江

上

　

　

剛

ブ
ラ
ッ
ク
・
ベ
ル
ベ
ッ
ト
　
恩
田
　
　
陸

ち
ゃ
ん
ぽ
ん
食
べ
た
か
っ
′さ

だ
ま
さ
し

踊
り
子
と
探
偵
と
パ
リ
を

小
路
　
幸
也

煩

悩

の

子

　

　

　

　

　

大

道

　

珠

責

あ
な
た
が
消
え
た
夜
に
中
村
　
文
則

リ

バ

ー

ス

　

　

　

　

　

　

湊

　

か

な

え

戦
場
の
聖
歌
　
　
　
　
森
村
　
誠
一

私
の
恵
子
は
サ
ル
だ
っ
た

佐
野
　
洋
子

《児童書》

ガ
ザ
　
戦
争
し
か
知
ら
な
い
こ
ど
も

た

ち

　

　

　

　

　

　

　

　

清

田

　

明

宏

せ
ん
ぶ
わ
か
る
′
・
ア
サ
ガ
オ

渡
逼
　
弘
晴

ア
ン
ネ
の
“
ハ
ラ
　
　
　
園
森
　
康
弘

日
本
の
国
立
公
園
ま
る
わ
か
り
事
典

P
H
P
研
究
所

え
い
っ

な
つ
は
ひ
る
ね

高

畠

　

　

純

村
上
　
康
成

《
今
日
の
特
集
》

「
夏
の
行
楽
＆
ス
ポ
ー
ツ
」

キ
ャ
ン
プ
や
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ

キ
ン
グ
の
本
、
登
山
や
水
泳
な
ど

の
本
を
特
集
し
て
い
ま
す
。

た
な
ば
た
飾
り

～
短
冊
に
願
い
ご
と
を

書
い
て
み
ま
せ
ん
か
～

★
7
月
1
日
㈱
～
5
日
㈲
に
短
冊

と
笹
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

教
室
の
日
曜
日

村
上
し
い
こ

※
新
着
図
書
は
ほ
か
に
も
あ
り
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か

ら
検
索
で
き
ま
す
。

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

廃
食
油
石
鹸
作
り

家
庭
で
使
っ
た
・
余
っ
た
料
理

油
で
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
　
き
　
7
／
3
0
　
（
木
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

と
こ
ろ
　
3
階
料
理
室

対
　
象
　
忠
岡
町
在
住
・
在
勤
の

人
、
当
館
の
ク
ラ
ブ
生

定
　
員
　
2
0
名
　
（
申
込
順
）

参
加
費
　
1
0
0
円

講
　
師
　
忠
岡
町
婦
人
団
体
協
議

会
役
員

※
準
備
品
は
申
込
時
に
説
明

申
込
み
　
7
／
1
～
2
3
に
参
加
費

を
添
え
て
事
務
所
ま
で

地
産
地
消
料
理

と

　

き

　

8

／

5

　

（

水

）1
0
時
～
1
3
時

と
こ
ろ
　
3
階
料
理
室

対
　
象
　
忠
岡
町
在
住
・
在
勤
の

人
、
当
館
の
ク
ラ
ブ
生

定
　
員
　
2
4
名
（
申
込
順
）

参
加
費
　
5
0
0
円（

材
料
費
含
む
）

主
　
催
　
忠
岡
町
商
工
会

共
　
催
　
役
場
産
業
振
興
課

忠
岡
町
文
化
会
館

申
込
み
　
7
／
1
～
2
4
に
参
加
費

を
添
え
て
産
業
振
興
課
ま
た
は

文
化
会
館
事
務
所
ま
で

↓
忠
岡
保
育
所
で
の
様
子

（
6
／
1
6
）

）41（17510258眠

ト
東
忠
岡
幼
稚
園
で
の
様
子

（
6
／
1
2
）



忠岡ボーイズ
第39回大阪東淀川ジュニア大会

2度目の優勝J
【5／17・大阪万博記念公園】

≪忠岡町こども会春の球技大会後援会の部≫

中央が仲良くW優勝J
【6／14・新浜緑地公園】

写真は『悲願のダブル優勝を長屋総監督に

プレゼントできました／』と沸く選手

〔宝器孟筈〕

大阪薫英女学院

忠岡北2

臣子己之二
ヽ己己　、己己　　ヽ己己　　ヽ己己　、己己

遭　遭　遭1韮　ユ空

手手手手手

阪南大高校

忠岡南1

松井　利空選手（右）

金原　秀哉選手（左）

東小4年

忠岡東1

M
P
旗
争
奪
戦

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

【堺市】

優
　
勝
　
（
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
）

馬
瀬
・
高
月
南
・
中
央
連
合

第
5
8
回
関
西
地
区
空
手
道
選
手
権

男
子
形
の
部
で

全
国
六
台
出
場
へ

西
谷
海
人
選
手

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
決
定
　
少
林
寺
拳
法

大
阪
連
盟
会
長
杯

本
町
が
見
事
優
勝

【
5
／
1
7
・
堺
市
】

参
加
9
0
チ
ー
ム
で

全
試
合
に
わ
た
り

圧
倒
的
な
勝
利
〃
‥

大
阪
府
民
価
胃
大
会

〔
組
演
武
〕
優
　
勝

氏
原
菜
摘
選
手

《
出
場
メ
ン
バ
ー
》

渡

　

辺

　

眞

長

　

岡

　

盛

森

　

田

　

辰

森

　

田

　

峰

田

　

中

　

正

坂
井
海
斗
選
手

〔
優
秀
選
手
〕

岸
本
　
　
雄
選
手

植
山
弘
葉
音
選
手

第
2
回
穂
の
国
杯

東
愛
知
空
手
道
選
手
権

優

　

勝
宮
里
翔
太
選
手

東
大
阪
ラ
イ
オ
ン
ズ
カ
ッ
プ

2
0
1
5

優

　

勝
落
合
堅
太
郎
選
手

【
堺
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル
】

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

～
歌
・
タ
ン
ス
・
手
品

演
奏
・
劇
・
漫
才
～

個
人
・
団
体

ど
な
た
で
も
O
K
′

と
　
き
　
1
2
月
2
0
日
　
（
日
）

と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

【
問
】
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
事
務

局
　
（
忠
岡
中
学
校
　
田
口
）

℡
3
3
・
5
9
0
1

750258M）5．
1



※
8
月
は
お
休
み

▼
健
康
相
談

月
～
金

▼
歌
体
操

9
時
～
1
7
時
3
0
分

●
要
予
約

紗
u
W
、

▼
B
C
G
予
防
接
種

7
／
2
　
（
木
）
　
1
3
時
3
0
分
～

1
4
時
3
0
分
【
受
付
】

5
～
8
ヵ
月
児
対
象

【
持
参
物
】
母
子
手
帳
・
予
診
票

▼
3
歳
6
・
7
カ
月
児
健
診

7
／
7
　
（
火
）

1
3
時
～
1
3
時
1
5
分
【
受
付
】

▼
4
カ
月
児
健
診

7
／
9
　
（
木
）

1
3
時
～
1
3
時
1
5
分
【
受
付
】

▼
2
歳
6
・
7
カ
月
児
歯
科
健
診

7
／
2
1
　
（
火
）

1
3
時
～
1
3
時
1
5
分
【
受
付
】

【
各
健
診
に
必
要
な
も
の
】

母
子
手
帳
と
通
知
書

▼
体
重
測
定
日

7
／
2
4
　
（
金
）

1
0
時
～
日
時
【
受
付
】

▼
も
ぐ
も
ぐ
キ
ッ
チ
ン
●
要
予
約

7
／
9
　
（
木
）

1
0
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

離
乳
食
の
つ
く
り
か
た
　
（
調
理

実
習
）
　
と
お
話
、
試
食

▼
園
庭
開
放
・
絵
本
の
読
み
聞
か

せ

　

　

　

　

　

　

●

予

約

不

要

7
／
1
0
　
（
金
）
　
1
0
時
～
正
午

束
忠
岡
保
育
所
（
雨
天
室
内
）

▼
ち
く
ち
く
サ
ロ
ン
　
●
要
予
約

7
／
1
4
　
（
火
）

1
0
時
～
日
時
3
0
分

フ
ェ
ル
ト
や
布
を
使
っ
て
お
子

さ
ん
の
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
る

▼
親
子
キ
ッ
チ
ン

～
す
ま
ぁ
と
こ
は
ん
～
●
要
予
約

幼
・
保
の
年
少
児

7
／
3
0
　
（
木
）
　
1
0
時
～
1
3
時

▼
ベ
ビ
マ
ク
ラ
ブ
　
〝
ぴ
よ
ぴ
よ
″

●
要
予
約

7
／
3
・
1
7
　
（
金
）

1
0
時
～
日
時
3
0
分

7
／
2
8
　
（
火
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

▼
健
診
結
果
説
明
会
●
予
約
不
要

7
／
2
8
　
（
火
）

1
3
時
～
1
4
時
3
0
分

※
特
定
健
診
、
一
般
健
診
を
受
診

さ
れ
た
方
を
対
象
　
（
医
療
機
関

で
受
診
さ
れ
た
方
は
結
果
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
）

★
予
約
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
‥
＼
＼
y
O
i
k
？
n
e
t
．
j
p

【
予
約
制
の
行
事
】
（
ネ
ッ
ト
予
約
）

▼
夏
の
工
作

7
／
8
　
（
水
）
　
1
0
時
～
1
1
時

1
歳
以
上
の
お
子
さ
ん

【
受
付
7
／
2
（
木
）
※
】

●
特
定
健
診
（
国
保
加
入
者
の
み
）

7
月
2
3
日
㈱
9
時
～
1
1
時
3
0
分

●
肺
が
ん
・
結
核
・
大
腸
が
ん
・

胃
が
ん
検
診

7
月
2
3
日
㈱
9
時
～
1
1
時
3
0
分

●
子
宮
頸
が
ん
・
骨
租
し
ょ
う
症

検
診

7
月
1
5
日
㈱
9
時
～
日
時
3
0
分

☆
負
担
費
用
‥
各
5
0
0
円

☆
受
診
希
望
の
方
は
保
健
セ
ン
タ

■
■
■
■
■
一
■
■
■
■
■
■
一
＿
■
■
■
■
■
■
■
■
＿
＿

▼
小
麦
粘
土

7
／
2
3
　
（
木
）
　
1
0
時
～
日
時

1
歳
以
上
の
お
子
さ
ん

【
受
付
7
／
1
7
（
金
）
※
】

▼
泥
ん
こ
あ
そ
び

8
／
6
　
（
金
）
　
1
0
時
～
日
時
3
0
分

1
歳
以
上
の
お
子
さ
ん

【
受
付
7
／
2
9
（
水
）
※
】

▼
7
月
の
お
誕
生
会

7
／
1
4
　
（
火
）
　
1
0
時
～
日
時

7
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
の
み

【
受
付
7
／
7
（
火
）
※
】

※
1
0
時
～
1
5
時
に
ネ
ッ
ト
予
約
を

受
付
け
そ
の
後
抽
選
で
、
は
ず

れ
た
方
の
み
折
り
返
し
連
絡
。

【
予
約
不
要
の
行
事
】

▼
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

①
0
歳
以
上

7
／
1
　
（
水
）
　
身
体
測
定

9
（
木
）
・
1
6
（
木
）
・
2
1
（
火
）
・

ーまで。

☆
町
内
医
療
機
関
で
の
検
診
は
、

直
接
医
療
機
関
へ
。

）6（17510258M

★
風
し
ん
抗
体
検
査（

要
電
話
予
約
）

7
／
9
・
2
3
　
（
木
）

受
付
9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

対
象
　
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

及
び
配
偶
者
・
妊
娠
し

て
い
る
女
性
の
配
偶
者

料
金
　
無
料

★
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

7
／
8
　
（
水
）
　
要
電
話
予
約

受
付
　
1
3
時
～
1
4
時

★
エ
イ
ズ
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
・

相
談
　
　
　
（
電
話
相
談
可
）

抗
体
検
査
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ロ性のガん検診推進事業
子宮頸がん・乳がん検診のがん検診推進事業につ

いて、今年度は、新たに下記の年代の方を対象とし

て無料のがん検診クーポン券をお送りしています。

※平成27年4月20日時点で本町にお住まいの方を

対象としています。⑤の期間に生まれた方で、

4月20日以降本町に転入された方はクーポン券

をお渡ししますので、保健センターまでご連絡

ください。①～④に該当する方については、平

成21～24年度に本町に居住していた方が対象と

なります。

●子宮頸がん検診

生　年　月　日 �4��ｸ7ﾈ98ﾉI�yWI���ｸ�"�

（DH4（1992）年4月2日 ����t8,ﾈ*H+���[ﾙ�ﾃ#����
～H5（1993）年4月1日 

②S62（1987）年4月2日 
～S63（1988）年4月1日 �#YD�7�,ﾉk9{�4��ｸ7ﾈ98ﾉB�,�.h.�*ｨ/�ﾉ��h/��9�h+2�

③S57（1982）年4月2日 
～S58（1983）年4月1日 �.ｨ,�*�,�+ﾙ_ｲ�

④S52（1977）年4月2日 
～S53（1978）年4月1日 

⑤H6（1994）年4月2日 俚hｴﾈ,ﾈｯｨｭH,��
～H7（1995）年4月1日 ��h-ﾈ.ｨ+ﾙ_ｹ�8蹴�

●乳がん検診（マンモグラフィ検診）

生　年　月　日 �4��ｸ7ﾈ98ﾉI�yWI���ｸ�"�

①S47（1972）年4月2日 ����t8,ﾈ*H+���[ﾙ�ﾃ#����
～S48（1973）年4月1日 

②S42（1967）年4月2日 
～S43（1968）年4月1日 �#YD�7�,ﾉk9{�4��ｸ7ﾈ98ﾉB�,�.h.�*ｨ/�ﾉ��h/��9�h+2�

③S37（1962）年4月2日 
～S38（1963）年4月1日 �.ｨ,�*�,�+ﾙ_ｲ�

④S32（1957）年4月2日 
～S33（1958）年4月1日 

⑤S49（1974）年4月2日 俚hｴﾈ,ﾈｯｨｭH,��
～S50（1975）年4月1日 ��h-ﾈ.ｨ+ﾙ_ｹ�8蹴�

がん検診推進事業・

肝炎ウイルス無料検診
6月未に、下記の年齢に該当する方に、大腸がん

検診と肝炎ウイルス検診の無料クーポン券と検診手

帳をお送りしています。この機会にぜひ検診を受診

してください。下記に該当する方で、クーポン券が

届いていない方は、保健センターまでお問合わせく

ださい。

☆クーポン券送付対象：平成27年4月20日現在忠岡

町の住民で、下記の期間に出生された方。

ク I ポ 鼎�ﾜ���3C��CH�C(��3S��CH�C��h-ﾈ.｢�

45歳　S44．4．2～S45．4．1生まれ 

ン 券 鉄�ﾜ���33��CH�C(��3C��CH�C��h-ﾈ.｢�

対 象 者 鉄Xﾜ���33H�CH�C(��33X�CH�C��h-ﾈ.｢�

60歳　S29．4．2～S30．4．1生まれ 

（17）　No．585　2015．7．1

支給対象者　・平成27年6月分の児童手当（特例給付

を除く）を受給されている方。
・支給対象者に案内を郵送しています。

対象児童　・平成27年6月分の児童手当（特例給付

を除く）の対象となる児童。

支給額　・対象児童1人につき　3，000円

基準　日　・平成27年5月31日現在忠岡町に住民登

録をされている方。

児童手当の所得制限限度額

★児童手当の所得制限限度額未満かどうか判定す

るには、平成26年分の所得の申告が必要です。

区　　　分 傀ｩ;��xﾌ�ﾌ�7逢ｨ,ﾉmｨ���

（扶養親族等の数） ��从ｹu韵ｹ?ﾈ7��ｸ5��｢�

子ども1人（扶養1人） 塔sX�Ciiﾈ冷�

配偶者・子ども1人（扶養2人） 涛�x�C永ﾈ冷�

配偶者・子ども2人（扶養3人） 涛c��C�iﾈ冷�

※ただし、児童手当現況届で申請請求者世帯の平成

26年分所得調査をして「子育て世帯臨時給付金」

の支給対象にならないこともあります。

●支給対象外の方　・児童手当の所得制限限度額超

過の方（特例給付になる方）

申請時に必要なもの
・印かん（シャチハタ不可）

・児童手当の振込口座以外を希望される場合は、

金融機関の通帳及び本人確認書類をご持参くだ

さい。

※申請書等は、受付時にご用意します。

・所属庁が発行した子育て世帯臨時特例給

付金申請書（公務員用）
・振込口座の金融機関の通帳の写し

・印かん（シャチハタ不可）
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？
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7月の行事カレンダー

甲 剏� �����ｲ�水 ��金 偬B�

【ゴミ収集日の凡例】 劔1 �"�3 釘�
一般コミ◎‥ 一般コミ㊥‥ ★＼∴ 僥��8�映ｸ��畏(ﾈ�>ﾈ�fｸ��蛻･r��Y�ij���(�ｩ>ﾈ�Y(h�Yfｸ�Xｯﾈ���d､｢�-葦曳ｸ7ｸ6x8ｸ�����v��H�H�H�X���8�h����������劍�T$4y�ｨ霻�u3�8�c3����・消費相談（12P） ◆ペビマクラブ ⑳10：00～ ・のびのびサロン 

★プラ…その他プラ擁収　邪一章、葵＿宕￥ ☆洒巨膏南海線西側　∴． ★（東巨鳥南海線東側 劔刧S10：00～ 

一般ゴミ⑧ 豫ｨ�X7(98��8ﾉ�H�｢�一般ゴミ④ ぺ（西） �ｩLｨ587鑼r�

5 �6 途�8 湯�10 ����
・おもちゃの病院＋ 劍�X��;i�ｩ&ｸ���%��｢���SH4ｨﾈ靄)�b�・消費相談（12P） ��X��k阨�:�*ﾉj�r�

◎9：30～11二30 劍�S8ﾜ緝�Sx4ｨﾈ靄)�b�u3�8�c������3�8�c�������.�*�.�*�4ﾈ6(6�92�u3���c3����・園庭開放 ㊨10：00～ �����ﾓ�8�c3����

缶・ビン（西） プラ（東） �ｩLｨ587鑼8�X-����h�｢�7h8����ﾈ�｢�一般ゴミ⑧ 豫ｨ�X7(98��8ﾉ�H�｢�一般ゴミ④ �ｩLｨ587鑼r�

13 ��B�15 ��b�17 ����
・消垂相談（12P） ���y�ｹ6I�)�ｩ&ｲ�・労働相談（12P） ��X��什�ｩ&ｸ���%��｢�

◆お誕生会 ⑳10：00～ ◆ちくちくサロン ⑳10：00～ ����%��｢�・子育て親サロン ⑳10：00～ ���7x7(7ﾘ4�8�7R�u3���c������Y*ﾉzyv8�X抦�Y(b��ｼh��

缶・ビン（西） プラ（東） �ｩLｨ587鑼2�7h8����ﾈ�｢�一般ゴミ⑧ 豫ｨ�X7(98��8ﾉ�H�｢�一般ゴミ④ ぺ（西） �ｩLｨ587����b�

21 ・スポーツセンター プール一般開放 （1・3P） ・消彙相談（12P） ◆人権相談（12P） ・2歳6・7カ月歯科 三人 �#"����zY�ｩ&ｸ���%��｢�23 �#B��X���)�ｩ&ｸ���%��｢��Y�y+x�Y�ﾈ��ｩ.��?ｨu3���c�����25 海の■日■・・・ 

一般ゴミ④・ぺ（東） プラ（西） �ｩLｨ587鑼r�缶・ビン（東側） �ｩLｨ587鑼2�一般ゴミ⑧ 
無 

27 �#��29 �3��31 
≡－≡＝≡≡三一＿＿≡＿忠忠みなママ㌻ ＝‾泰養ト≡＿＿＿－＿＿≡＿－ 剪���X���)�ｩ&ｸ���%��｢���ﾉ�ﾉ���x��8�c3�����Xﾉ)�hﾈｸ惓��k陞��u3�8�c��������+x-ﾈ*�,h+��ﾈ,ﾘ/����u3���c�����・消費相談（12P） 

缶・ビン（西） プラ（東） �ｩLｨ587鑼2�7h8����ﾈ�｢�一般ゴミ⑧ 豫ｨ�X7(98��8ﾉ�H�｢�一般ゴミ④ 

⑳役　場㊨讐ンタ竺◎余響）こ

⑳文化会館㊥漂青票㊧悪書票

⑳窟岩窟⑳警雪雲竺⑳児童館

◆＝予約が必要です。

収集申込…粗大ごみ申込センター・受付時間　月～金　9時～17時

0800－123－5353（土・日・祝日、年末年始は休み）
FAX（0725）31－4981　携帯電話は0725－23－8525へ（有料）

直接持込み…忠岡町クリーンセンター・受付及び　月～金9時30分～16時

TE L／FAX　　　　　　　　　　　　　搬入時間　土　　9時30分～12時

072－423－2663　（日・祝日、年末年始は休み）


